
「

ー
、
　
．
１
－
″
四
１
ｊ

φ
ｓ
ｉ
Ｒ
１
６
詞
’
，

4
　
，
‐
’
’

ｒ
］
，
，
，
Ｚ
Ｓ
&
‘
　
‘
‐
‐
，
，
、
，

ｋ

″

編集後記
　我々、和泉祭実行委員会は，後期試験に突人せんと

する正月Ｘ日、産声を上げた。そして後期試験も終わ

った如月○日より本格的に活動を開始し、同月下旬に

は千葉県某所にて合宿なるものをもち，僅か数日間で

はあるが規則正しい生活を送り，昼夜基本方針を出す

為に喧喧簒菖たる討論をした。にも拘らず、何ものも

明確に文章化し，論理化し，レジュメとして外部へ提

出することはできなかった。

　だから弥生下旬，鎌倉由比が浜でのリーダース・キ

ャンプに於いても、我々は、唇を噛み締めながら，ぐ

っと屈辱に耐えねばならなかった。そして卯月，新入

生の登場と共に俄にキャンパスは賑わい，春休みのあ

の閑散とした光景はまるで夢のごとくに我々の脳裡か

ら消え去ってしまった。

　そして編集局員たる私は，原稿集めに目を三角にし，

割付用紙のＯＯＯＯＯに休むことなく追い回されたの

で，一段落ついた今も、○○○○○に似たもの、交差

点の信号のＯＯＯ、学生服の金ボタンの○○○○○…

…etc.を見た日には（そう、毎日）独り住まいのアパ

ートの薄暗い四帖半の一室で厦されるようになってし

まった。

　嗚呼，私は気が狂ってしまったのであろうか。否、

否、最初から狂っていたのだ。そうなのだ，和泉祭な

どは気が狂っていなければとてもやり切れないのだ。

　“悲しくてやり切れない”のではないのだ。

　結局，これは大学祭のパンフ。我々はやはり何かを

やろうとしているのだが，21回も繰り返しているだけ

かも知れない様な変わりばえもしない大学祭のそのパ

ンフー21冊目の繰り返されたパンフ。

　　「くりかえしてこんなにもくりかえしくりかえして

　こんなにこんなにくりかえしくりかえしくりかえし

て　くりかえしくり力ヽえしつづけてこんなにもくりか

えしてくりかえし　いくたびくりかえせばいいのかく

りかえす言葉は死んでくりかえすものだけがくりかえ

し残るくりかえし（中略）おお明日よ明日よ　何とお

まえは遠いのだ。」一谷川悛太郎
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